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にするようにしています。
大きなことばかり言って、

でも結局は「口だけ」という
政治家もいるように見えま
す。やってはみたものの、結
果としてできなかったのな
ら、説明も必要だと患います○
政治家の人は投票した人から
の停頼を裏切らないではしい
です。
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父が鉄道会社に勤めてい
て、高校を卒業したら、同じ

ように鉄道関係の仕事に就き
たいと患っています。今は学

校のテストのことで頭がいっ
ぱいです。結果が就職に影響

するからです。
投開票日までに誕生日を迎

え、18歳になります。選挙権を

持つことに少し戸惑っていま

す。18歳で就職して、20歳ま

でにある程度社会のことを知
って、それから投票に行くも
のだと思っていましたから。
少し前までなら、自分たち

が何か得をするようなことを
言ってくれる候補者を選んだ
かもしれません。けれど就職
を目の前にすると、「政治で
決まったことは、自分にも一
生ついてくる」とか、「社会
全体がよくならないと何も変
わらない］などと考えるよう
になってきました。テレビで

よくスポーツニュースを見ま

すが、政治や選挙の報道も気

「
早
く
社
会
に
出
て
、
親
に
恩

返
し
し
た
い
」
と
、
高
校
卒
業
後

の
今
年
4
月
粗
ち
、
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
も
ぎ
セ
デ
」
（
本
社

・
寝
屋
胱
市
）
に
就
職
し
ま
し
た
。

今
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
部
品

を
旋
盤
で
整
え
る
作
業
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
百
宅
か
ら
電
車
通
勤

で
約
1
時
間
。
始
業
は
午
前
8
時

1
0
分
で
、
午
前
6
時
半
に
家
を
出

ま
す
。
8
時
過
ぎ
に
登
校
し
て
い

た
高
校
の
頃
と
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
翌
日
の
仕
事
を
考
え
て

早
め
に
休
む
よ
う
に
む
な
り
ま
し

た。
5
月
1
5
日
に
振
り
込
ま
れ
た
初

任
給
は
1
6
万
5
0
0
0
円
。
家
族

に
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
ご
ち
そ
う
し

ま
し
た
。
高
2
と
小
6
の
弟
2
人

に
は
小
遣
い
も
あ
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
所
得
税
や
保
険
料
が
引
か

れ
、
顔
面
と
手
取
り
は
違
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
時
給
9
5
0
円
で

回
転
す
し
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
ま
ん
だ
が
、
就
職
し
て
、
お

金
を
稼
ぐ
の
は
大
変
だ
と
実
感
ん

て
い
ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
、

そ
れ
ま
で
よ
り
税
金
の
使
い
道
が

気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
∴
多
く
の
政
治
家
は
、
投
票
率
の

高
い
高
齢
者
向
け
の
政
策
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
若
者
向
け
の

政
策
を
打
ち
出
し
て
も
ら
う
た
め
　
が
上
が
れ
ば
、
政
治
家
は

っ
と

に
は
、
若
い
人
が
投
票
に
行
く
必
　
若
者
向
け
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
考

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
投
票
率
　
え
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
は
早
く
社
会
に
出
た
い
と

患
う
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
進
学

ま
で
の
道
筋
が
き
ち
ん
と
保
証
さ

れ
る
な
ど
、
奨
学
金
な
ど
を
含
め
、

子
供
の
教
育
環
腰
の
公
的
支
援
が

整
っ
て
い
れ
ば
、
「
世
界
で
戦
え

る
日
本
人
」
が
も
っ
と
増
え
る
と

思
い
ま
す
。


